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まえがき 

【策定の目的】 

 我が国の総人口は、平成 20年（2008年）をピークに減少し続け、平成 62年（2050年）

までに、1 億人を下回る水準に減少すると見込まれています。この人口減少の流れは本町

においても同様であり、平成 20年の約 3万 1千 700人をピークに緩やかな減少が続いてい

ます。現在の低出生率や町外への人の流出を克服しなければ、2040 年には 26,800 人程度

になるという推計もあります（日本創成会議推計）。 

 このようなことから、国では平成 26年 12月 27日に、人口の現状と将来の姿を示し、今

後目指すべき将来の方向を提示する「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び今後５

か年の目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめた「まち・ひと・しごと創生総合

戦略」をそれぞれ閣議決定しています。 

 まち・ひと・しごと創生については、国と地方が一体となり、中長期的視点に立って取

り組む必要がありますので、本町においても国の長期ビジョン及び総合戦略並びに県の人

口ビジョン及び総合戦略を勘案しつつ、本町における人口の現状と将来展望を提示する「上

三川町人口ビジョン」及び「上三川町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。 

【今後の進め方】 

 国や栃木県の総合戦略と整合性を保ちながら、県や他市町との広域的な連携を進めます。 

さらに「地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）」に基づく客観的指標による経済分析や、

国勢調査の結果、今後も継続的に実施する本町の現状分析や各種町民アンケート等の結果

を踏まえ、その時点の状況や町民の意向に沿った見直しを随時行うものとします。 

 また、効果的な総合戦略を策定し着実に実施していくとともに、数値目標をもとに、実

施した施策事業の効果を検証し、必要に応じて総合戦略を改定するという一連のプロセス

（ＰＤＣＡサイクル）を実行していきます。 

【総合計画との関係】 

 総合計画は、町の総合的な進行・発展を目的としていますが、総合戦略は人口減少克服・

地方創生を目的とし人と仕事の好循環によるまちづくりを目指すものであり、両者の目的

や施策の範囲は必ずしも一致するものではありません。 

 しかし、総合計画には人口減少克服・地方創生の内容も含まれているため、本町では、

第 7 次総合計画と総合戦略を一体的に取り組みながらも、総合戦略では人口減少克服と地

方創生を改めてピックアップし、戦略的な施策を検討します。 

【計画期間】 

 総合戦略の計画期間は、国の総合戦略との整合性を図り、平成 27 年度～平成 31 年度ま

での 5年間とします。 
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Ⅰ 基本目標と基本的方向 

国の総合戦略が定める政策分野や、上三川町第７次総合計画における重点項目・重点プ

ロジェクトを踏まえ、次のように４つの基本目標を設定します。 

 

基本目標１  若い世代の就労や雇用の創出 

基本的方向（１） 農・商・工業の活性化の推進 

基本的方向（２） 雇用創出の推進 

 

基本目標２  子育て世代や若者の定住の促進 

基本的方向（１） 定住支援の充実 

基本的方向（２） 町の魅力アップの推進 

 

基本目標３  若い世代の結婚・出産・子育ての支援及び教育環境の充実 

  基本的方向（１） 出会いから結婚・出産・子育て支援の推進 

  基本的方向（２） 学校教育の充実 

 

基本目標４  誰もが健康で暮らしやすい環境づくり 

基本的方向（１） 安心安全を地域で守る体制の充実 

  基本的方向（２） いきいき生活の推進 

基本的方向（３） 障がい者支援の充実 

 

【参考】国の基本目標 

① 地方における安定した雇用を創出する 

② 地方への新しい人の流れをつくる 

③ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

④ 時代にあった地域をつくり、安全なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する 



3 

Ⅱ 具体的な施策（作戦）と重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

【基本目標１】 若い世代の就労や雇用の創出 

成果目標 基準値 目標（Ｈ３１） 

製造品出荷額等 ５０５，３２７百万円 

(H24栃木県工業統計調査) 
５５０，０００百万円 

事業所従業者数 １６，１７４人 

(H24経済センサス) 
１９，４００人 

基本的方向（１） 農・商・工業の活性化の推進 

本町の活力維持や魅力向上を図るため、町の有する既存資源や地域特性を活かしながら、

農業生産基盤の充実や地元商店街の振興、地元各企業と連携した取り組みを進めます。 

【作戦①】地元農業活性化プロジェクト  

地元農業の活性化に向け、農業生産基盤を維持する集落営農の組織化や法人化、農地の集

積・耕作放棄地の再生、新規就農を支援する助成金の支給や農業体験・週末農業等のイベン

ト開催などの上三川町の農業を活気づける安定した支援を推進します。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

新規就農者数（年間） ６人 ７人 

ＪＡうつのみや上三川野菜集出荷所による

青果物販売数量 
４，８６４ｔ ４，９００ｔ 

【作戦②】まちの名物をつくろうプロジェクト  

黒チャーハンに続く上三川町の新たな名物づくりに向け、主要な農産物である干ぴょう・

アスパラ・トマトなどを活用した新商品開発や、料理コンクールをはじめとしたイベントな

どを開催し、さらに都市部への販売ルートを拡大することにより、６次産業化の取り組みを

推進します。  

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

新商品開発数 － ３種類 

【作戦③】地元企業交流プロジェクト  

地元各企業が持つ潜在能力を広く周知することで、町に対する魅力を感じ、将来的な就業

や定住につながるよう、町内大手企業をはじめとする地元各企業と連携したイベント開催を

推進します。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

イベント開催数 － ５回 
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【作戦④】商業経営の近代化  

商工会との連携により、経営改善のための各種制度資金の有効活用や空き店舗活用等の対

策を促進します。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

制度融資利用件数 １８件 ２３件 

【作戦⑤】商店街再生に向けた検討  

人々が集いにぎわう街の創造を目指し、町民及び事業者との連携のもと、魅力的かつ快適

で楽しく便利な商店街の再生について検討します。 

現在実施しているプレミアム付き商品券の発行を継続して実施し、町内商店での消費を喚

起します。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

町内の商店（大型店以外）で買い物

をしている町民の割合 
４０．０％ ４８．０％ 

 

基本的方向（２） 雇用創出の推進 

若者世代や子育て世代が安心して働くことができるよう、雇用の場を確保する企業の誘致

や、就業・起業のしやすい環境づくりを進めます。 

【作戦⑥】起業化等の支援  

町内で新たに起業したい人に対し、事業所・土地の貸し出し支援や、地元金融機関との連

携等による助成を図ります。北関東自動車道や新４号国道が走る立地優位性を活かしながら、

就業の場としての安定した雇用創出につながる新たな産業基盤整備を進めます。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

創業資金融資制度利用件数 １件 ３件 
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【基本目標２】 子育て世代や若者の定住の促進 

成果目標 基準値（Ｈ２６） 目標（Ｈ３１） 

社会増減数 

(住民基本台帳) 
－１４０人 －１００人 

町外からの滞在人口（休日） 

(地域経済分析システム From-to分析) 
３７，０００人 ４５，０００人 

  

上三川町人口ビジョン意識調査結果より抜粋 

定住の意向（15歳～24歳） 

「上三川町にこれからも住みたいか」という問に対し、「住み続けたい」、「将来は戻ってきて住みた

い」と答える割合が 57.8％となり、栃木県の意識調査結果（54.0％）よりも定住意向が高い傾向があ

ります。 

理想の家族形態（25歳～40歳） 

 

 理想の家族形態の問いに対し、祖父母とは「同居」ではなく「近居」を理想としている人が多いこと

が分かりました。栃木県と比較しても、「同居」より「近居」を理想とする割合が高い傾向があります。 

 

54.0% 

57.8% 
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基本的方向（１） 定住支援の充実 

町民の高い定住意向や町外からの新たな移住を見据え、その受け皿となる利便性の高い居

住環境の整備や、定住を後押しするサービス・支援の充実を図ります。 

【作戦①】空き家対策事業  

地方移住希望者の定住を促すため、空き家となっている土地・家屋のデータ整理、空き家

バンク等の設置による情報の提供、空き家を必要とする方へのマッチング支援などを推進し

ます。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

空き家の利活用件数 － １０件 

【作戦②】住宅・宅地の供給促進   

より多くの定住を受け入れるため、既成市街地の都市基盤整備を推進するとともに、町営

住宅の長寿命化計画に基づく更新を進めます。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

町営住宅の改修率 ２８％ ８５％ 

【作戦③】定住のための住宅取得支援  

親元近くでの居住を希望する声を実現し、また、町外からの移住者への定住促進を図るた

めの住宅取得支援を推進します。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

新築住宅件数 ２０９件 ２５０件 

基本的方向（２）町の魅力アップの推進 

多くの人に上三川町を定住の場として選んでもらえるよう、ブランド力を高める取り組み

や、魅力を広く行き渡らせるＰＲ事業を進めます。 

【作戦④】上三川町住んでよいとこＰＲ  

東京圏をはじめとする町外者の新たな定住の場として選んでもらえるよう、移住ナビなど

の様々な広告による定住ＰＲを実施します。また、近隣市町の工業団地等への「交通アクセ

スの良さ」と「良質な自然環境」を併せ持つ「住みやすい町」としての情報を町外へ広く伝

えます。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

全国移住ナビページへのアクセス数 － １０，０００件／年 
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【作戦⑤】上三川町来てよいとこＰＲ  

上三川町の観光資源や歴史的文化財、町のキャラクターを町内外に発信し、知名度向上に

つなげることで、サンフラワー祭りやサマーフェスティバルなどのイベント時の来場者や参

加団体の増加を図ります。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

サンフラワー祭り来場者数 １７，０００人 ２０，０００人 

夕顔サマーフェスティバル参加団体数 １８団体 ２１団体 

【作戦⑥】水環境のＰＲ  

上三川町は、昔から「三川
み か わ

郷
のさと

」と呼ばれ、水環境が良く、水資源が豊富な地域です。そ

れらの象徴であるいくつかの公園では水に親しむことができ、上水道では安全でおいしい水

を供給し、下水道では家庭から出る排水等をきれいな水に変えています。これらの施設の整

備状況を認知してもらい、水の安心安全な町をＰＲします。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

上水道の整備状況についての満足度 

(まちづくりアンケート加重平均値※) 
３．４７ ４．０ 

下水道の整備状況についての満足度 

(まちづくりアンケート加重平均値※) 
２．９１ ３．５ 

 

※加重平均値の算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５段階の評価にそれぞれ点数を与えて評価点（満足度）を算出 

「満足している」の回答者×１０点 

＋ 

「やや満足している」の回答者×５点 

＋ 

「どちらともいえない」の回答者×０点 

＋ 

「やや不満である」の回答者×－５点 

＋ 

「不満である」の回答者×－１０点 

「満足している」、「やや

満足している」、「どちら

ともいえない」、「やや不

満である」、「不満である」

の回答者数 

評価点 ＝ ÷ 

この算出方法により、評価点（満足度）は＋１０点から－１０点の間に分布し、中間点の０点を

境に、１０点に近くなるほど評価は高くなり、逆に－１０点に近くなるほど評価は低くなる。 
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【基本目標３】 若い世代の結婚・出産・子育ての支援及び

学校教育の充実 

  

成果目標 基準値 目標値（Ｈ３１） 

婚姻届出数 １４２件 
(H25栃木県保健統計年報) 

１６０件 

合計特殊出生率 １．４２ 
(H25栃木県保健統計年報) 

１．４５ 

上三川町人口ビジョン意識調査結果より抜粋 

結婚の意向（25歳～40歳） 

 

 

「将来結婚をしたいか」という問いに対し、「すぐにでも結婚したい」、「２～３年以内には結

婚したい」、「いずれは結婚したい」と応える割合が 83.3％となり、多くの若者が、結婚を望ん

でいます。 

理想的な子どもの人数（25歳～40歳） 

 

 

 

 

理想的な子どもの人数は栃木県の結果とほとんど差異はなく、2.40人でした。 

理想的な子どもの人数を増やすために解消されるべき要因 

 

 

 

 

さらに、理想的な子どもの人数を増やすために解消されるべき要因として、8割以上が「経済的

な不安」と回答し、同様に約４割が“仕事と子育ての両立の難しさ”“妊娠・出産・子育ての身

体的・精神的負担”を解消すべきと回答しています。 

本町 栃木県 本町 栃木県 本町 栃木県

20歳代 2.18 2.28 2.29 2.34

30歳代 2.46 2.34 2.44 2.37

40歳代 2.45 2.42

全体 男性 女性

2.392.40

85.0% 

42.8% 

40.7% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

経済的な不安 

仕事（学業）と子育ての両立が困難なこと 

妊娠・出産・子育ての身体的・精神的負担 
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基本的方向（１） 出会いから結婚・出産・子育て支援の推進 

若者の結婚に対する希望が叶い、安心して出産・子育てができる環境づくりに向け、町独

自の視点による経済的不安解消の取り組みや、母親の負担を軽減するサービス・支援の充実

を図ります。 

 

【作戦①】出会い応援プログラム       ≪ＰＴ ≫ 

結婚の希望を叶えるため、関係機関や各種団体が開催する婚活イベントについて、会場の

提供や開催情報を発信する等の支援をすることにより、婚活イベントの開催数や参加者数の

増加を図ります。また、イベント内容についても、近隣市町との共同開催やテーマを絞り同

じ趣味を持つ参加者を募集するなどの工夫を図ります。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

婚活イベント開催数 １回 ３回 

【作戦②】妊娠・出産応援プログラム  ≪計画・ＰＴ・先行型 健康課≫ 

誰もが安心して子どもを持つことができるよう、妊婦の歯科健診を推進し、歯周病による

早産や低体重児出産のリスクを軽減します。また、不妊治療にかかる費用の一部を助成し、

妊娠・出産を希望する夫婦の経済的負担を軽減します。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

出生児数 ２４８人 ２４８人（現状維持） 

【作戦③】多子世帯応援プログラム   ≪計画・ＰＴ 福祉課≫ 

出産・育児やその後の生活に対する経済的不安を軽減するため、他市町との差別化を図り

ながら、第 3子以降の出産祝金・児童医療費助成・第 3子以降の保育料減免などの経済的支

援を充実します。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

第３子以降出生児数 ３９人 ３９人（現状維持） 

【作戦④】産後ママ応援プログラム   ≪ＰＴ 健康課≫ 

出産後の母親がリフレッシュして育児にのぞむことができるよう、母親自身の健康管理や

生活習慣予防の気づきとなる産後ダイエットの支援や、子育て中の家庭を応援します。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

応援プログラム利用者数 － ２０人 
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【作戦⑤】子育て支援の充実     ≪計画・先行型 福祉課≫ 

出産後における母親の就労支援のため、乳幼児の保育サービスなど多様化する保育ニーズ

に応じた保育内容や施設の充実を図ります。 

また、出産・育児の精神的負担を軽減するため母親同士の交流や情報交換の場となる子育

て支援センターの利活用を促進し、子育て支援の充実を図ります。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

待機児童数 ０人 ０人 

子育て支援センター利用者数 ８，９１８人 １０，０００人 

【作戦⑥】障がい児の療育支援     ≪計画・先行型≫ 

関係機関との連携を強化し、障がいの早期発見・早期療育体制を確立するとともに、障が

い児通所支援事業を充実することにより、障がい児も子育てしやすい環境づくりを推進しま

す。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

１人あたり療育回数 １回/月 ４回/月 

基本的方向（２） 学校教育の充実 

   

【作戦⑦】特色ある教育活動の推進  

上三川町の子ども達のさらなる学力向上を図るため、学習指導要領の改訂に応じた外国語

活動の充実や、学習効果の高いＩＣＴ機器を活用した教材の導入を進めるとともに、安心・

安全及び快適な教育環境の充実を図ります。 

また、読書の習慣化を図るため、司書教諭・司書・図書ボランティアの三者が連携し、学

校図書館の機能充実や読書活動の推進を図ります。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

タブレット型パソコン台数 ０台 １１０台 

町内学校図書館利用冊数 ７９，０００冊 ８１，０００冊 

 

  



11 

【基本目標４】誰もが健康で暮らしやすい環境づくり 

  

成果目標 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

まちの安心・安全に関する満足度※1 ０．７０ １．００以上 

障がい者福祉に対する町民満足度※2 ０．６４ １．００以上 

※1まちづくりアンケートにおける「消防・防災体制」、「治水対策」、「交通安全対策」、「防犯体制」の各満足度の加重平均値 

※2まちづくりアンケートにおける加重平均値 

基本的方向（１）安心安全を地域で守る体制の充実 

災害の少ない本町の長所をさらに伸ばし、より安心・安全な環境づくりに向け、防災体制

の強化を図ります。 

【作戦①】がんばれ消防団事業 

地域防災の核として重要な役割を担う消防団員の確保に向け、消防団活動のＰＲや事業協

賛店における特典サービス等の検討をします。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

消防団員数 ２５０人 ２５０人（定数確保） 

【作戦②】自主防災組織の推進   ≪計画・先行型≫ 

災害時に対応できる資機材を整備すると共に、町民の防災意識や地域防災力の向上を図る

ため、自主防災組織の結成を促進します。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

自主防災組織数 － ４０箇所 

【作戦③】安心・安全！子どもを守るかみたんプロジェクト 

子ども達の通学時や日常生活の安全を確保するため、防犯ブザーの配付を図るとともに、

かみたんを活用したＰＲや意識啓発に取り組みます。 

また、小中学校の通学路を関係機関と合同で点検し、危険箇所の把握と対策を行うことで、

より安心安全な通学路の確保を図ります。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

交通安全対策の状況に関する町民の満足度

（「満足」「どちらかといえば満足」の割合） 
２７．６％ ５０．０％ 



12 

基本的方向（２）いきいき生活の推進 

高齢社会の進展を見据え、お年寄りが様々な交流のなかで、生きがいを持ちながら元気に

暮らし続けることのできるサービス・支援の充実を図ります。 

【作戦④】こんにちは、じいちゃん・ばあちゃん訪問事業  

ひとり暮らし世帯・高齢者のみの世帯・要援護高齢者に対し、在宅介護支援センターや地

域包括支援センター等の関係機関において、定期訪問の実施や安否確認・緊急通報装置の貸

与を行うことで、地域で見守る体制づくりを推進します。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ２９） 

安否確認センサーや緊急通報装置

の設置者数 
７０人 ８５人 

【作戦⑤】生きがいづくり推進事業 

高齢者の生きがいにつながる活動の場として、生きがいサロンの継続実施や、文化・スポ

ーツなど多様な学習機会の提供を図ります。高齢者世代と若者世代との交流機会の確保に向

け、地域のお年寄りの訪問事業などを進めます。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

生きがいサロンの参加延べ人数 ４，２０７人 ４，５００人 

【作戦⑥】健康づくりの意識づけ支援事業 

健康マイレージ事業などを推進し、健診受診率の向上や住民が主体的に健康づくりに取り

組む意識付けを支援します。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ２９） 

健康マイレージ参加者数 － ９００人 

【作戦⑦】運動のきっかけづくり支援事業 

運動を習慣化するきっかけづくりとして、各種教室や大会等のイベントを開催し、町民１

人１スポーツを推進します。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

週１回以上の運動をしている町民の割合 ３０％ ４０％ 
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基本的方向（３） 障がい者支援の充実 

障がい者やその家族に対するサービスを充実させることで、安心して住み続けられるまち

づくりを進めます。 

【作戦⑧】障がい者雇用の充実  

障がい者支援施設で製造・販売しているパンの販路を新規開拓するとともに、安定した供

給体制を整備することにより、売り上げ増・就労者の工賃増を図ります。また、就労の場を

確保することにより、障がい者の社会参加を促します。 

 ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

就労者の賃金（時給換算） １３０円 
栃木県最低賃金の３分の１

（２４５円）以上 

【作戦⑨】音声広報による情報提供   ≪計画・先行型・福祉課≫ 

町広報の情報を音声データに変換し配布することで、目の不自由な住民が必要としている

情報を出来るだけ平等に提供し、障がい者に安心して暮らせるまちづくりを推進します。 

ＫＰＩ 基準値（Ｈ２６） 目標値（Ｈ３１） 

音声広報ＣＤの利用者数 － ２０人 
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【参考資料】 

１ 上三川町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定経過 

年月日 内容 

平成 26年 12月 2日 まち・ひと・しごと創生法施行（国） 

平成 26年 12月 27日 「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び「まち・ひと・しごと創

生総合戦略」閣議決定（国） 

平成 27年 5月 1日 「上三川町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定懇談会」、「上三川町ま

ち・ひと・しごと創生本部」及び「上三川町まち・ひと・しごと創生プ

ロジェクトチーム」設置要綱の制定 

平成 27年 5月 22日 第 1回上三川町まち・ひと・しごと創生本部会議 

 ○上三川町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定方針について 

 ○上三川町まち・ひと・しごと創生プロジェクトチームについて 

平成 27年 5月 29日～

平成 27年 6月 12日 

町民アンケートの実施 

（１）進路・Ｕターン・定住希望調査 

   対象者：町内に居住する若者（15歳～24歳）１，０００人 

   回収数：２９１（回収率：２９．１％） 

（２）結婚・出産・子育てに関する調査 

   対象者：町内に居住する若者（25歳～40歳）１，０００人 

   回収数：３４３（回収率：３４．３％） 

※ 栃木県全体との比較が出来るよう、設問を合わせて実施 

平成 27年 6月 4日 上三川町まち・ひと・しごと創生プロジェクトチーム事前説明会 

 ○町長訓示 

 ○総合戦略について 

 ○今後の進め方について 

 ○第 1回プロジェクトチーム会議までの事前課題 

平成 27年 6月 10日 第 1回プロジェクトチーム会議 

 テーマ別に討論 

 ○地方における安定した雇用を創出する 

 ○時代にあった地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と

地域を連携する 

平成 27年 6月 24日 プロジェクトチーム事前会議 

 ○栃木銀行との情報交換 

 ○町民アンケート結果速報 

 ○次回プロジェクトチーム会議事前課題配布 
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平成 27年 6月 30日 第 2回プロジェクトチーム会議 

 町民アンケート結果を踏まえ、テーマ別に討論 

 ○若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 ○地方への新しい人の流れをつくる 

平成 27年 7月 7日 プロジェクトチーム事前会議 

 ○足利銀行との情報交換会 

 ○次回プロジェクトチーム会議事前課題配布 

平成 27年 7月 14日 第 3回プロジェクトチーム会議 

 ○前回までの会議で出た事業提案の整理 

平成 27年 8月 24日 第 2回上三川町まち・ひと・しごと創生本部会議 

 ○「上三川町人口ビジョン（案）」及び「上三川町まち・ひと・しごと

創生総合戦略（案）」について 

平成 27年 8月 27日 第 1回まち・ひと・しごと創生総合戦略策定懇談会 

○「上三川町人口ビジョン（案）」及び「上三川町まち・ひと・しごと

創生総合戦略（案）」について 

平成 27年 9月 7日 町議会総務常任委員会に説明後、全議員に配布 

○「上三川町人口ビジョン（案）」及び「上三川町まち・ひと・しごと

創生総合戦略（案）」について、 

平成 27年 9月 10日 

～平成 27年 10月 9日 

「上三川町人口ビジョン（案）」及び「上三川町まち・ひと・しごと創生

総合戦略（案）」パブリックコメント実施 

平成 27年 10月 19日 第 3回上三川町まち・ひと・しごと創生本部会議 

○「上三川町人口ビジョン（案）」及び「上三川町まち・ひと・しごと

創生総合戦略（案）」について 

平成 27年 10月 30日 第 2回上三川町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定懇談会 

○「上三川町人口ビジョン（案）」及び「上三川町まち・ひと・しごと

創生総合戦略（案）」について 

平成 27年 10月 30日 「上三川町人口ビジョン」及び「上三川町まち・ひと・しごと創生総合

戦略」決定 
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２．上三川町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定懇談会委員 

 

番号 所属 役職 委員名 備考 

1 上三川町議会 総務文教常任委員長 田村 稔 副会長 

2 上三川町議会 経済建設常任委員長 宮﨑 哲 
 

3 上三川町議会 厚生常任委員長 生出 慶一 
 

4 上三川町商工会 商工会事務局長 河又 順 
 

5 ＪＡうつのみや 営農経済センター長 鈴木 茂雄 
 

6 宇都宮大学 国際学部教授 中村 祐司 会長 

7 足利銀行 上三川支店長 川上 雅人 
 

8 栃木銀行 上三川支店長 田宮 真二 
 

9 公募委員 
 

高田 すみ子 
 

10 公募委員 
 

菱沼 里美 
 

11 公募委員 
 

前原 慶子 
 

 

 

３．上三川町まち・ひと・しごと創生本部委員 

   

役職 所属等 

創生本部長 町長 

創生副本部長 副町長 

委員 教育長、総務課長、企画課長、税務課長、住民生活課長、福

祉課長、健康課長、保険課長、産業振興課長、都市建設課長、

上下水道課長、教育総務課長、生涯学習課長、農業委員会事

務局長、議会事務局長、会計管理者（出納室長） 
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４．上三川町まち・ひと・しごと創生プロジェクトチーム構成員 

 

役職 氏名等 所属 

リーダー 政策調整係長  

サブリーダー 政策調整係 担当  

委員 

河井 信人 総務課・議会事務局 

葛西 真弓 企画課 

宮澤 希巳男 住民生活課 

大出 一裕 税務課・出納室 

伊澤 康子 保険課 

高田 哲也 福祉課 

江口 千早 健康課 

谷口 誠 産業振興課・農業委員会 

大瀧 尚光 都市建設課 

日野 浩志 上下水道課 

上野 貴司 教育総務課 

亀井 俊樹 生涯学習課 

 

 

 



 

 


